








  筋ジストロフィー症における障害筋の病態を電気生理学的に検討し、再現性

の高い障害度の指標を作成する目的で、以下の基礎実験を行なった。

<対象方法>

 肘関節を直角に屈曲した状態で、我々の製作した張力トランジューサーを前

腕に取付け、被検筋である上腕二頭扮の筋腹及ぴそこから筋線維方向に 5cm 離

れた遠位部の 2点に直径 5mm の円板電極を装着し、上腕を嘔幹に固定する。


